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紡績用杭綿針の斜目學的批判

森　山　二　郎

　口澱題によります電少し片庸つた話しのやうに見えますが・鐵一般の材料

弓眼弱にも關係し機械の骨組み．i又はその部分品を考へる上には勿論、一般日常に

必要な鐡に關する常識さして蜘つて居τよいこt；でありますから、製縣養鷲0）

皆様にも聞いて項いてよい霊思ひます。

　よくかふいふこ書があります・鐵は赤熟すれば軟かになるから・赤熱しない

までも少しでも漁めた方が曲げ易くなるε思つてb少しばかり熟して細工をし

やう＞rする人があります、けれさなまじ少し位熱しナニ0）では反つて常温に於け

るよりも硬くなる揚合があり添す、かういふ人は鐵ミ飴Sを混岡したこi一にな

ります・悪まれ口はさておきまして本論に入つてゆきます。

　〔1　絹懸紡丞責の製綿ユニ1程に於いて絹綿を揺正るに月」ふる掃綿研（〕）rol　g・　ing　1’．i　n）

　は細くして強靱なるこミが必要で、纐絡しナこ紹綿に懸つて切損したの攣形し

ナこりするこミのないこごを蛯むのであります、然るに實際に於いては少なから

すこの映総を認むるも0）で、殊に世異の大戦この方邦製品がf夢辱給せられる’ ﾉ及

んで特にこの欠錨の大なるものがあるのを知つナこ0）であります。

下レツシング．L．．ンの強靱でないこ割よ、蕾にそ0）使川年隈を烈縮する1まか

りでなく・梯綿の効果は上らす且碕ほ絹繊維を艦ll，し・叉その繊來高割合帥ち

歩留りを逓滅するこSが大膏いのであります。

　乃で大正十二年の七月私0）なした調査に依れば、我國に於ける絹綜紡績の錘

轍は総計約二十二万でありまして、その申製綿工程に∫1廣・る糠綿機（Cfireulav

Dre簡1唱Frame）カ、800牽（今臼では踏⑪豪）あつて、これが繭後；．：つのドラム
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（D，。m）略・約嚇、・・…乃至・・…本つつの㈱剛寺つてゐるのであり

ます、その一’t’；；：の鷹高い離易・lsはして約佃で七圓か引“匡　します’そ

輔取噸へるにはその1田機勤欄も｛祉はす・その鍋の地布も糠さ

れるも眺あります、その」・荊に述べt・幾多・）撒棘します・それ魏換へ

る迄に齢！當鋼傷んで紅ゐますから・そ・澗蹴事が製r“・1の上に蒙つ「ゐ

る損害は決して少なくありません。

尚ほ蝿去酬・輔鋼破∫膿瞬れて來t…i一國の製岬鮒r償帳輔の、

棚剛。㈱、の礪らす、拝卿・製続之れに較べ・謝告に劣つ惚ち

その鯉に蘇なくなる・いふ謡1ま・姻の繍濾翻に於U’ても・熾

械製造業界のナこめにも誠に慰憾霊する嶺ころであります。　　　　　－t

PtJ－6’・e“ういふ原畔よつで邦製贔力・髄な脇つZ’bるのか・蜘何しナニら

望み。）腋綴し得るか油。・・こ漣縮して識つて本郭繍紡徽の総

を計り、繊製作一ヒに瀧齪して覗梯潮鰍態にある製榊業働

興をも望みたいSいふわけであります。

　Cti網翻ドwptシ・グー　・1・e・鯛・）弼な形馳して酌ましで・櫛及

び。・。燃なほこれに購畑を重ね合せて作つ髄布に轍られて・直働

訳五寸・）ドラ・に櫨つけらt’・ド分間に5・乃至25駅の緬速戯以つて

絹綿鰍るものであります・乃で邦螂・の蝋紳はすε㈱を行ふ際に

綿（Dtg抗のナ、めに鋼獺腰力網て・先端の腿が糊齊にtxつて・綿を把

握して幅・リ・ダー中の・ライダー（s1呈d・r）sの間隙測・gu’εきはスラ

ィダーを働論齢らの禰茜能力歓ひ・或は樹こ曲つて糸昂を肌ます訊

或種のものはイ申びないで折れて終つて・その腋なさなく輪や5なも眺あ

　ります。　“

　　口　これに就いて考へるこSか多々あります。　　　　　　噛

　1．は邦製のピ・が楡入晶に劣㍑ころのあるこ濾搬瑠められてゐるが

現在邦製甜、全部かかやうな劣等品であゐか否かbN優良晶を掲るに披術上か或

はtwue上か搬しの細こ於1“・て彼に及ぼないのか霊いふこミ’．

　　2．醐鋤外脚鱒について囎や組織濃際に灘する畿・
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　3．はそれら0）製造法を｝調査するこ霊、

　壬．は優良品作製σ）方法を案一かるこ霊、

なきであります、そして優良品製作の方法を研究するこSが結局の目的であり

ますが・その一手段ミしての現品調査を金相墨（Met乱110g鷲Phy）的に行つたの

に就いて少しくお話しナこいS思ひます。　　　　　　　　　　　　　　　’

　〔］覗今使用されてゐる糖綿針を集めまして、そ0）各々に就いて便宜上そ0）

クラウン（CrOWII）の部分を研｝；磨し、顯微鏡によつてその組織を槻察しました

のに・その多くはト・・・・…一　）〈タdト（fi“root　titの乃至ソルバイト（S。τhi七e）組織

であつて、これを標準化して調べますε、炭素を約9％含めゐユーテクbdド組

織（E砒ec七〇id　stl・uctul＋e）0）炭素鋼であって、中に二種特種な三紫鋼のあるの

を見ましナこ。

　捌弦でお断りしますが、私は金相墨を轟攻するものでありませんからも私の

考へに誤りがあつナこ時に指摘して頂く爲めb且父少し研：究して見たいこいふ人

0）滲考に便するために、仙萱の金属材料研究ルFやそ0）他に於いてすでに獲表さ

れて世に明かな設をも話の申に加へ、そうして私のやつた記録霊僅かばかり私

の考ヘピを申上げます。

　〔］　ぞこで統綿針の材料である餓の性質に就いて兜つ℃齢くべき事柄を雷つ

て見ませう、このこ言は楕綿針に隈らす機械の骨組みやその他璽要な部分品の

上にも必要なこNSでM例へば長いローラーにせよスピンドルにせよ叉はリング。

トラベラーなさ色々なものに知つて麗くべ嚢こ婁であります。

鐵には御承知の通り炭素やそ0）夕微種の他元素を含むでfi，9一りまして、それら

の種顛及び景にょつて戴材の性質を攣じて來ます、その中齋通に使はれてゐる

多くの鐵材ほ炭素を最も多く含んで居るもので・これが健津（Quenchi119）BP　1

ち焼入して材質の破さ’Sか彌力Sかを得るに大きな關係のあるものであります

そして硫綿針もその多くは適當量の洪素を含有する淡素鋼（CarbOR　StQeL）で

ありますから一一般炭素鋼の性質を先つ以つて調べゐこSにします、然しそれよ

り先きに順序上から純載の撚態を簡呈母に申します言、純蛾は段々熱して8goo（1

に鷺しますs礎じて異種σ）鐵Sなりましτ・この温度以下0）懸態に於ける鐡をα、
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鐵霊雷ひこれ以上の懸態に於ける蛾をγ鐵S雷ひます、女α鐵からγ蛾への壁化

をA鰻態（A3「rx・al：　for皿眈ion）s言ひbこの攣化の生する温度脚ちsgo°cをA3

　　　　　｛．k　　　　　翠i認蕊総ζ篠讐よ

　　　　　1　　　　　　凱噛卿齢なり、之纏δ
　　　　　6

鐡さ雷ひ・γ鐵からδ鐵への縫化を

l　　　　　　　　　　　　　　A攣態ざ書ひ、このi墜態の生す・る
‘

　　　マ。。．t9。e　ee…S・・es・・温度肋黙曙はれます・そして

←醜4磯一γ一→←if　1　r｝130°c　t；なります・灘して灘

　　　　　《。《3　　編　碗るのであります・

こ・）圖は磁性σ劇ヒε温度sの關係嫉はすもので・磁氣の劉ヒの非連勧

劉ヒによつて明かにA，，　Aの鍵態が示さ焔・これらの劉ヒ鯛質異態の攣化

（A11・七，。pic　chan9・）ご言ひます・舷A羅似下に於いて磁氣の強さによつて

1燃の痩化幌ま貫弓購図三的繍鰯さは・澱の獅1こ從ひ始めは徐々に

後は継に減少し、終に殆磁氣を失ふに至るのであつて・この強磁性の減少

に相當する内部愛化をA2愛態霊言ひ、この攣化の終謝i、廓ち臨界黙　（Gritical

point）をA2黙ミ言ひます・然しこの加攣態はこれを絹（Phase）の慶化ミ見る

こSが出來ない、從來は蝕及びAr・の爾黙間に存在する蛾の幾態をβ鐵ミ名付け

て、これを撒の相現なし輝者も鋤つt7cうですが・本鱒士（木多光

太郎恥制翻料研究臓）es　：れを相o）攣化幌なすのを不當であ胴し・

A総以下をすべて峨Sされてゐます・このこSに就いては・　．“

　　1（．　正工011〔1a＿On　the　llature　of　七11e　A2　七ransformation　ill　Iron．

　ミいふ嚢表があります。1

　要するに純鐵にはA，，lkA，1なるニツの攣態灘があつて・輻渡によつてαγδの三

絹の申何れ・b・一一一ツの相をなして居るのであります。

口次に炭素鋼では臨界劉似下にニツ磯撚があつて・その一ツは’725°c

附近に起る攣化で、力嚥0）際1まセ〃タ骨（C・me・tit・1”・・G）なる淡化物が

この温度で鐵申に溶解して圃溶騰（501id　Solutio］｝）を壱乍り、冷却の際は七メン
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タイ回まこの温度で固溶艦から析出して來る、從つて磁氣の強さはこの灘度に

於いて、加熱の際非蓮績自ξ」に減少し、冷却の際はJ曾加S・るも0）であつてこの愛

1ヒをA慶態ご需ひtSそ0）温度をA総電同づける、叉その二｛よ21訊；に終る愛化

であつて、これはセメンタイトσ）A慶1ヒ霊でも欝すべき遊離セメンタイトの特

殊愛態でこ0）愛化をA｛痩態巳蓄ひMその終りの黙をAo灘ミ名づける、そしてヒ

メンタイトか遊離してゐないご即ち固溶艦になつてゐるごきは、A攣態は出來

ない3例へば健涼ひた炭素銅σ攻「1きはAo愛態が現はれないのであります、これ

らσ）こ霊に就いては、

　　1（，　HOIlda　　　　　（〕1L　七lle　ILELtUl，e　of　tlte，　1～．1　tl’tUILSfOl・mati〔nl，

　　1．　1｝ヨ11i等vara　　　　　（）n　t，hc）　nlag1夏etic　くletOrエ11ination　of　Ao，　Al，　AL2，　a1ユd　 A3

　　　k）oillts　 ill　（］，11・boll　s七eel　1〕し11d　　〈］tls七　　iroll．

いふ研究がありまS。

　要するに炭素鋼に於いてはAo，　A1，　hg，　A3，及びA4の五ッσ）愛態黙があつT

その申Ao及びA2は相の愛化でなく、Alは相の憂化であつて、　A3及びA4は岡質異；

態の簗化ミいふわけであります。

　［コ　そこで殉ピンを調べる上に必要なこεはそれらの組織猷態であります、

私が組織調査をしfのもあの細いピンを研き磨きまして顯微鏡で見てその妖態

から焼入や成分なさを案じた0）でありますが、その最も瞥通な炭素鋼に就いて

炭素含有量及び溜度等に於ける厭態圓（Cencl，i七ioユual　diagram）な讃きます霊此

の圏のや5でありまS、即ちカN・■ボンの量C漁荒度Sによつて訳ぎのやうな色々

な撒態にあるのであります。

　　　1．　　　moeten－　　　　iy｝etal

　　　T’1’　．．（δ＋Fe、C）＋・melt

　　　IIIぺγ＋Fe、C）＋，，

　’　IIIL　Fe、C＋inelt，

　　　V・　（δ＋Fe8C）

　　　V工．　（δ＋FesC）十（γ＋b”ep，C）

　　　VH，（γトFe3C）
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　　　　　V’III，（γ十FeaC）十〔（γ十Fe3C）十Fe3C〕

　　　　　IX，　Fe3C十〔（γ十Fe3C）十IFesC〕

　　　　　X．　a十（γ十Fe3G）

　　　　　XI．　α十〔α十Fe3C〕

・　　X∬．、F・、C＋〔・＋Fe、C〕

　　　L　　　　Z．eCSXdnds－
1530
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と虹a2　yanwt・

1窪Φ1

オ℃

890

ワら7

⑫7

220

P　　　　klq8も

皿　　　　　　　’　、

A　　　　　　　　　田

x

孤 皿

03s　　o．＄の　　　s・T　　　　　　　（！器
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　鉱で私共が必要なのは炭素2％位から下・温度1000°0位から下の組織に鵬す

る知識でありまして、VIIは即ちア鐡霊セメンタイトざの固溶磯であつで、これ

の組織をオーステナイト（Austenite）電雷ひます、　VII工はこれに過剰のセメ

　ン6イトを混じたもので、Xはα鐡即ちフエライト（Ferrite）Sオース・テナイト

Sで、XIはフエライ1・霊セメンタdトピの混合物であるSころのパーライト

εα戴、XIIはこのバーライトミセ！タイトsSの混在するものであります、そし

てX玲XI「sの境界線に當るも0）はカーボンが約0．9％含れて居るき，ので、フエ

ライトミヒメンタイトミが共屑虫多伏態に7昆す一る所議響ユーテクトイド（eu七ect⑪id）掴覧

織のものであります、炭素彙がそれより少ないのを、　ハイボ．ユーテクトイド
　　　　　　　L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N

（1－［｝rPぐ｝　elltec重；oi｛1）曙ひ・Nそれよりも、多い0）を、・・イパ帆ユ＿テクF．．fド

（Hγper　e！11tClctO，i〔［）オ雪ひます。

　炭素漿σ）少ない餓を熱して一一避オーステナイト組織εしてこれを徐々に冷即

しますホフXライhSパーライト富の混交しfこ組織Sなりますけれ瀞も、こ

れを急に冷却しまゆSα鐵霊セメンタイト電の固溶騰であるミころのマルテン

サイト（Marteiisitc）なる組織が得られまづ、　これが自防鋼、ここではゼンの

硬度を與へるヨ櫻な組織・Sなるのであります。

　口針に含まれてゐる炭素の量がまつ大謄一致してゐたざしても、その焼入

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に渥度Sか畦聞、或はなまし具合なさ色々熱慮理の猷態が異なつてゐればそこに

色々な組織を覗はすのであつて、そこにsC“ういふ關係があるか、針強弱の考察

をする前に豫め極大髄を申します＄、パーラィ1・は普通0）ものでは細かい暦懸

組織の集合であつて炭i棄鋼1を凡800°C以上に熱して齢かに冷却するεきに出來

ますマルテンサイトは之れを同様にして只急激に冷却するS歯に出來ます、そ

れからトルー・一　7・タイト（Troo・gtite）εいふ組織がありますが、それはマルテン

サイトを・茄OGまで徐々に熱してこれを反埣（田elnpe1・）するS麟髭する一都分で

あつてNソルバイト（S・rl）ite）霊いふ組織よ之れを更に熱するカ・或は鋼を800・C

以ヒから梢急に冷却する婁きにξ1三じます、これをまた900℃に熱して徐々に冷却

したならそのSきは再びパーラnトになります、これら0）ソルバイト、トル＿

スタイト及びパーライトはマンテンサイトに固溶艘霊なつナa　L・メンタ6トがそ
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れから分離した程度による違ひでありまして、セメンタイトSフエライ1・亡の

機械的混合物に外ならないのです。

　オーステナイトはア蛾SL’メンタイトSの固盗艦であつて、マルテンサイト

、はatwi　sセメンタイトSの固熔燈で、比艦積が大きく電氣1型蹴が著しく大きく叉

硬度も甚だ大きい・顯微鏡下にこれを見ますのにM一書にして表はすこ書は出

來ないが一一reにはトルースタイトは黒黙σ）集合でMソルバイトはそれより明る

い斑黙の集合で、マルテンサイトは針題結献の集合よの成つて居ります。

　今迄お話しtこSで鐵及び炭素鋼の大髄がお制りのこ電霊思ひますがまだま

だ無論のこ書ピンの改良なんこいふこざに充分な話しではありません、然し話

しの目的であるe’ン批判からあまり外れてゆきます錦灘宿ですから一且この位

に止めまして次に實際の調査の方法を串ヒをナます6

　書物書してはHoy七の“fetallegrap］iyや融Uveurの【Phe　metallography

蹴・lhe・t撫te・・e・・t・f　lr。1騨d　Stee1なS“がありま3。が・東北帝國大學ド付

騰金堀材料研究所から綾々繊るサイエンス，リ．＊’　・一ツを見逃がさないやうにす

るこ盲をおすSめします。

　口　i臨て津す覗晶の調査を致しました、ドレッシング．ピンの種類は本校紡

績工蜴で使川中のも0）、私0）所持品、及び新≠こに如入から逡つて貰つたもの合

せて八種、そ0）中邦製二種であゆます、これらのピンを各々岡のや6にクリツ

プに挾んでそのクラウン（Crown）の部分を凡そ直径の：Jr．fSLの一・位まで軍らに癬

いてこの爾をエツチング（etcl11　ng）して纈微鏡で掘察し次ぎに又各ピ起を電氣燃

申でgoooeに熱して30分間保つて麗いて先金にオーステナイト組織にしで、そ

れから静かに冷却させて・　EJIち所謂標垂1｛≦化（i1Oirm＆1，i房e）してそ0）組織を齪察し

たのであります、その槍鏡の詳細は木製のクリツプに挾んだ針を鑛紙の粗目の

ものからだんだんに油目のものに研ぎ蓬んで、最後に羅紗を張つ六ニボーリッシ

ングマシンで藪分間fi，上磨きをします、瓢紗の面には時々酸化クロムの溶液を

凶、りかけます、かやうにして充分に磨き上けたものを輕く蒸溜水で洗騰しまし

て無水アル’コ　一一ルで水分を除き、ピクリン酸にアルコールを加へた液を一寸っ

けて五秒か十秒の間にエツチングしbこれを洗つで爾ほ水分を除き油ニヒに立て
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て金騰顯微鏡で親察するのであります。

　次に双熱腱理の方法は、そ0功ll熱には羅氣雌弛用ひ、温1斐の測定に熱電鋤を

利用しました、初め針を磁製管内に入れて熱しましたけれさも察氣中の酸素の

御睦受けて針桝1の鮪渉ξ素擁緯・ゐ・帥ち所1繊か之・）騨をうけるのを

認めましたから、それから後はシリカ管に針を入れて、そしてエーア．ボンブ

　　　　　　　　　　　に蓮結して貫察に近い厭態で熱したのであります。

　　　　・　　　　　　　かやうにして擦準化しプこも0）を前1司嫌に研磨し1又

　　　　　　　　　　　エツチングして検鏡しましナ：ざころ大多数は前串上け

　　　　　　　　　　　ました通り淡素を約O．9％含有する、所謂ユーテクトイ

　　　　　　　　　　　ド．ストラクチユアの炭i素鋼でありまして、外にタング

　　　　　　　　　　　スtrンを含む特殊鋼のあるこSも判つたのであります

　　　　　　　　　　　　熱塵遡装践0）略岡を出します霊いふ書、Sはシリカ

管でこの巾に針を入れて熱する・Rが抵抗器もAがアムメータe－、bJが熱電劃で

ミリヴオルト．メーターV隔て浪嗜る、Mがモt・一ターでPがサクシヨン．ボムブ、Hは

眞察度を測るマノメータi一であります、熱電鋤は御承知でせうがプラチナSブ

ラチナロヂウム0）ワaヤを圏のやうに人れる、Fは電氣煽です。

族「．

P■　－RN．　tt　　　　Ct

己亡

儀s∫t砺be、．

賦～陣嫉・　－　c。嚇繭・へ
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鴨鱒騨望し閣帰騨唱贈鞭鱗騙魑一
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げ
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　［］弦にその組織を云々する便宜上炭素0・1％から1・0％1立迄を含む撒種の淡

素鋼の標準状態に於ける組織について1その顯微競下に現はるる摸標を大略申

上をナますo

　前に言ひましたやうにO，9％O以下のハイボ．ユー・テクトイド．スチpmルはα峨

即ちフエラ41・霊及びこれSセメンタイトさの混合物であるパPtライト霊が混

在するものでこれを検鏡しますS、フエライトは白くバ…ライトは黒く見えま

す、そして淡素の彙が」曾すに從つて純鐵の部分は少なくなつでパーラ6トの部
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分が」曾して來ますから黒色0）部分が多くなつてきます・　カーボンが凡そ⑪．　t｝％

になりますS終に二つの嘔捌が出來ないやうな共融駄態になり、陶それ以上澱

　　　　　　　　庖ρ，．灘励鵬漁ち・A　a　2x．一・

　　　　　9　醐1　　テクt’　”　’“・7’　’一ルになelま

　　　5wediしs＆steeし　　　　　　　　　　　1
　　　　　。ぶ％C　　　い部分はフエpaトの1鋤部分ミ違
　　　　　　　X外゜°　　　つて助リ・酸に苛働1訂重を加へた

もので五分闇位炎沸します書黒く染められゐので明かに1，1匹別出來ます。

　尚ほ叉顯微鏡の倍率の更に大きいもので見ます霊きは、バー・・nyライトがフエラ

イト婁セメンタイトごの漏合したものであるこミがよく認められます、この時

はバe一ライト中の白い部分はセメソタイトであつて、パーライト中のフエラ4

トは黒く見えます、これば1貸」伏をしたバーラ1ト中σ）フエライトがエツチング

にょつて凹溝亡なつたからであります。　　　b　　．

　〔］更になほ針の強弱を批剰し説明申上けるのに必要なセメンタ督霊球駅

化霊いふこごに就いて少し蓮べさせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

て頂きます。

　パーライト壱よフエライトΣ・L’メン

、朴胸混創勿である・・臓に　　　　　診
申上けましたが、これに1鮒伏のもの・

ミ粒状をなすものS色々あります、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o，7タ6　こ
贋・懸のものei　，鋼をA1製似上に適當　　　　　　　X今oo

の温度まで熱して暫くこの温度に保

tsしたのち静かに冷却する漣1咄來ます・粒燃のものはソルバイトをA徽直nt

下で熱する霊きに出架ます、一般に澱素鋼はその臨界黙から僅かに低い温度で

長い時間保つごきは・バーラ価・liのセメンタ什はフ巧替σ）地の中に

丸い粒ミなつて集められる働両6があつ一C・これをセメンタ什嚇長1靴（SPh・一
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yoidiSl岨011）　ご書ひbこ0）スフエロィヂぜ一シヨンの起きナこ・“一一ライトを時に

グロビユラ・・一・．バr一ライトご欝ひます、球状セメンタイト生成の詳細に就いて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　は仙蟹の金騰材料研；究iJl　iの齋藤省三

髪嫁馨霧．，．氏欝1憲灘潔

　　　　　　｝f拶　　・繍以ドで蝋します・表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　面張力によつて球肱に慶りNは相集

つて」飲します、媚♪伏・・メ・タ4　1・（1・m・11・r　cemeii七i七・）はA潔…に熱し初

めますホその溶解が突端から初まり・分離して小離なり・表醸力1こよつ

て球欺磯じます、で同氏の鋤によりますε1醐のL・4ンタ；f　1’の球脚ヒは

AcI盟i（これは加熱σ）畦のA1黙を表はします）に達しないSl匿らないカ㌔幾分で

も粒歌をなすものはAG1羅似下で長く熱するSき球舩化を初めます・双最高温

度がA・、羅似上ある楓嫌越えナ・手齢却すればセ・：B1　1一はJffHXのパー列

ト電して現はれる、。その球懸化の温度の範園はハイ審．ユ・pmテクトイド．スチー

ルに於いて少くbて約2・－3・・位・それより瀬畷が勲1するに從つて急

激に塘加する、その礁麟すものは同民の騰による次の表であります・

　表中狛：號は

　　　×ir．”・・it－■・・・・・…　ノ寸一ライト

　．　　○・・・・……・・・…餌グロビユラPt・セメンタイト

最高温度「・　　　　　一　淡　素含有　爺　％

撮民　　　0．3正　　0・56・　0・80　　1・20　　】・59　　1・95

680　　　　　　　　　X　　『　　　　　×　　’　　　　　×　　　　　　　　×　　　　　　　 X　　　　　　　 ×

70⑪　　　　　×　　　　×　　　1，×　　　　×　　　　×　　　　×

7工5，　　　　　X　　　　　×　　　　　×　　　　　×　　　　　×　　　　　×

73り　　　　　　　　　　（）　　　　　　　　0　　　　　　　　（）　　　　　　　　○　　　　　　　　○　　　　　　　　（）
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　736・f’　　O　　　　O　　　　O　　　　O　　　　O　　　　O

　75｛1　　　　×0　　　×○　　　×○　　　　O　　　　O　　　　O

　7”t，o　　　　　　　　　　－一　　　　　　　　一　　　　　　　　一一　　　　　　　　〇　　　　　　　　（：）　　　　　　　　0

　78⑪　　　　　　　　　　×　　　　　　　　×　　　　　　　　X　　　　　　　（L）×　　　　　　　（二）　　　　　　　0

　80｛1　　　　－一　　　　一一一一　　　一　　　　一一・一　　　〇　　　　〇

　s20　　　　　×　　　　×　　　　×　　　　×　　　　○　　　　0

　850　　　　・一　　　　一一　　　一　　　　×　　　O×　　　OX

　9⑪o　　　　　　×　　　　　×　　　　　×　　　　　×　　　　　x　　　　　×

　要するにかやうにバーラィ1・にはセメンタイトが粒獄叉は球欺をなすものが

ありましてb球黙バーライト鋼は粒1り汲び、爾ほ∫剛伏バーライト鋼よりも強力

（13re皇L1｛illg　 ＄tユrel1S，tiL）が劣つて屠ります、このこ芒をピン材料霊して見る上に

考へなければならない一・條だらうミ思ふのであります。

　口　そこで炭素鋼の組織に就いて再び考へます、炭素含有献の少ない例へば

0．2一夙）、3％位な炭素を含む澱素鋼では常態に於いτその組織はフエライ1・ミ

パーライ1・ミの混合で、これ磁煩微鏡で兇る霊、フエライトがそ0）大部分を占

めてバー－wライ1・はその間に×X花する欺態でb模型圏で7膏ミすSこのやうであり

ます。（1）

　　　　　　　　　　　　P　　　　　けれさも炭索量がそれより増加して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　姻
　　　　　　　　　　　　　　　　　例へば0．6－－O．7％位になりますミ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　その組織はフエライ5Sパーライト霊
P。，齢であ。こ漏欄じですけtし

　　　　　　　　　　　　　　　　　めるやう｝こな重）モ圭すo（II）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　そしして？“一一ラィE・はフエ：ライトざ

ヒメンタイト（Ji’eaC）SO）棍合牛勿であつて、若しなほこれよりも淡素がメ曾力llし

て例へば1．2－－1．3駕位になります電セメンタイ5の量が増・しf：ために鉱にセ

メンタイトが分捌農して現はれて來ます〔，（ITIi）

即ち摸形i悶に嘗くsSこの圖のやうでありま3。　　　　　　　　　1
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　なるべきである、ミいふこミは以上お話してきたこミからお制り下さる二SS

　思ひます、硫綿針を色々槍査致しますのに炭素景の上からは大しナこ違ひが認め

　られないけれき、邦製品その中でも殊に弱いものにあつては細織中に今申上け

　閃0）一つをなしてゐるのではないでせ

　うか。

　　口　これで大艦今回のお話しめ目的だけは逮したのでありますか、序でです

　から熱腱理試瞼の顛末や強力測タ置なきについて御謬考までに附加へて置きます

　　各種械綿針を30本つつSつて9000Gに熱し、　その温度で39瀦間保ち完全にオ

　ーステナイト組織にして静かに蟷中で冷却します、そ0）申各二水つつを電つて

念の拠めに炭素含有量を定搬します、かやうにして標準化したものを今度は78

　0eOに熱して、そσ）温度で30分間保ち後棚く緩漫に即ち30分間に780Geから7000G

　まで冷却します、これを強力試験の便宜上何れも眞i猷に紳して、次に叉8000Cに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　慮でバーラィ1・は普通1朗伏組織の集合でこれを臨界淵度以上に熱も早く冷却

するS歯は、セメンタイトはフエライトの申へ披散しないでグVt“ユラー．セ

メンタイトになつて恰も粘土の申へ小右が入つたやうになります、そしてセメ

ンタイトは非常に｛碑いし、フエラ6トは最も軟かい？“一一一ライトはその申間にあ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ります、ですからセメンタイトミフエ
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熱して直ちに或はある時間を置いて健沖して、各組織霊強力霊の楡沓にあでる

その健淳まで時間の種類を次のやうにしました。

　　　本，撒　　時間　　　本撒　　時間
　　　　4　　　　　　15秒　　　　　　　　・L　　　　　　2分

　　　　4　　　　　　30秒　　　　　　　　・1　　　　　　5分

　，　　4　　　　　　1分　　　　　　　’t　　　　　望0分

　備考Sして内地のあゐ會殖ilで行つてゐた製針工程の大要を中上けます、勿誇

　　　　s焼入の淵度や時聞、健沸の方法なさは秘密です、初め五番線位な針金から弓剛1

して20番なり25番なり豫定の大さにしこれを豫め四本分f立の長さに切勘fし一か

を尖頭します、次に一・本分の畏さに切り取り残りの部分は叉一方を尖照して一・

本分を切りεるミいふ順序にします、それから他端を尖頭しそれから一定の長

さに合ひ尖頭0）完全なものを選別し、そして威形機にょつて一回のヅレスで齎

陀の形にします、そうしたも0）を焼入れ油で表而を長Iltf閲仕｛”癬きし最後にえ藍

ほ撰剃して製品書して出します・そこで焼入れが何霊言つても聞題でその他の

作業は只能葬重問題かあるのみです。

　吹に張力試瞼の方法でありますが、これには色々の工夫の上に欄ませられた

のでありましてもつS良いカ’法もあるここS思ひます、闘の1，II及びlrTのやう

に色々抑へ方もありますが焼入試験をしたものでその前に眞颪に伸しで置いた

も0）のカ゜は取扱ひ良いですが現物は小さいθ）でIIIのやうにしてもなかなか難

　　　　　　　・　　　　　　
かしい仕事になります、なほ實際に於いては郵刀のある地布に植えられてその

作川角度が異なつて來るでせうしソそういふこミは實際使川試馳の完成を待づ

外ありません、圖宇Mは反射鏡でおのビウレツトから途つた水銀がWに入り荷

重が加つて・ポイントが1“るo）を鏡にうつるSo）スクー一　JレをTなるテレスコ＿

プで親察します、伺れにしても荷をかけたばかりはスケー・ルはさんさん蓬みま

す、その落付く禦i3ζはある一・霊時…間の後に指示する瓢を鷺つてダイアグラムに

霊つて見ますpsIなさではプロボーシヨナリティィのリミツトが何庭にあるの

かも制り爺ねるやうですそれには原因の色々あるこ霊で把握した慮からの曲り

ミ叉二圃の部分の伸びミが爾方表はれて來る霊患ひます、1工の乃・法では一本の
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針でも左右二つの：：　一一が一一・・waにロ遥ドを喪けて一檬に鍵形するかさうかは疑問

ですし、．？sqポイントが尖鏡なものではその部分でも曲りはしないか霊考へられ

ます、それでもロPtド．デフレクシヨンのカー一一・ブ上σ）リミツトミ考へらるぺぎ

期iの同じデフレクシヨンに翔當するロードは邦製24番の磁に勤する外國製24番

の85叉28番の比較に於いても43謝63Sいうやうな相違を認め、確かに葡者の劣

つてゐるこ割ま劇ります、II．rの方法でやつた書きにこの岡のやうにキヤンチ．・

　　　　oﾌ
　「
v　　　　　　　　　｝－1

@　　　　　　　　0
　、

ﾋ
0

o

o

　　　　　　Σ

}　　　　　悶π　　　　　　　　o

闘「　　　， 煽　診

、

傷
階　　　　レ

層

L



離　　　　　　　　演　　　．　　　　　　　　169

一一楠一一甲一一nt　ww　　　　　　　　　　　　　－

　1ノバpmの一端にコンヒントリツク．ロードをかけた時のデフレクシヨンはハン

　ド．ブックによりますご、

　　　　　　f＝ゴ憂　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　3【∬

（・一囁　｝．濃　・t　：一・CL－・）一・唱釜

…i－ 撃戟＝BXM・施工　喋一一・L・・÷…

・1・謂一÷・L・・＋÷px・・戎・一寄）

　ゆPもLも制り，1＝＝O・05d‘艮でdlまピンの直挫でありますから、　fが判ればEも制りま

すNこれが最．1二の方法ではありませんN實際にはロー一ドもコンセントリツクの

ものではないし、又ベンヂングの野にトルシヨンも加はるのです。

　強力試瞼については、今なほその装罎に腐心中で、蜜際使翔の結果霊相穏っ

て此次の機會泡には刺霊かうまい方法をお話しナこいS患つて居りますM實際に

購入する電きな＄に於いではある力で引張つて見て弼本中伺割lll】るミかb何本

折れる霊かいふ試験位より簡便な方法はありません。

Y　　口魏に・鋤改良に關する
　　　　　　意兄は前に中上けた通りで、それに

　　　　　　就いては專門の金相學音や實li祭の製

　　　　　　　　　　　。“x蝶撫考碇卿て・これ以」・の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究を進めて貰ひたいのであります

　　　　　　　　　　　　　　　　　　．が・“針以外凡そ近代工業に珊ふる機’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　械類σ）取扱ひや材料強弱に關して幾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　分でも與昧を持たれ、御理解を蓬め

　　　　　　　　　　　　　　　　　　られたならhかSしナニ話も誠にお話

マ　　　　　　　・陵のあるこS偲ひます、大戦時

に楡入品が得られなくなつて急に内地に閲始された製針事業が今は全く蓑微し

てM紡績業者は一に之れを楡入品にまつの外ない電いふこミは1事業に日なほ

淺い霊は需ひながら誠に巡感のこざであり表す、これU”いふのも必寛その事業
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に根矯がないからであります、現在端四オネガー趾製品な♂大騒良いもの婁し

て観迎されて贋りますが、日本に於いても決して及ばないこさはない筈霊考へ

ます、幸ひにして鐵鋼の研究が日に進展しつつある今日であります・當らすミ

難もかういふ考察をしまして、及ぼないまでもこれが逮威に力を致しますこ霊

これが私の希みであります・駄甥を附加へまして恐れ入ります。

辱

／


